
１月２３日（土）、浦和区にお住

まいでミュージシャンのＮ郎さん

にインタビューしました。Ｎ郎さ

んは伊藤岳さんの勝手連を引き受

けるなど戦争法廃止のための活動

も多方面で活躍されてます。Ｎ郎

さんに岳さんとの出会いや応援歌

のこと、ご自身の歌のことなどを

話していただきました。

＊ ＊ ＊

本日はどうぞ宜しくお願いしま

す。寅次郎さんも昨年１２月のう

らわ宿に登場していただきました。

お知り合いだそうですね。

N：はい、寅次郎さんには昨年２

月に私の番組に浦和スタンディン

グのみなさんと一緒にゲスト出演

いただきました。寅次郎さんの活

動のきっかけとなった越谷のパク

ちゃんには以前大変ご支援いただ

いたことがあり、そのつながりに

びっくりしました。

今回のインタビューはミュージシャ

ンのＮ郎さんということで、私達

としてもこれまでにない異色な内

容になりそうです。初めにＮ郎さ

んのプロフィールをお願いできま

すか。

Ｎ：出身は青森県の五戸町という

ところです。高校は八戸で、平成

になった頃、埼玉大学工学部建設

工学科に入学しました。４年いま

したが音楽・読書・サイクリング

など、好きなことばかりに熱中し、

残念ながら卒業はしていません。

しかし当時の埼玉大学はまだまだ

自由な雰囲気があって、この大学

に入って本当に良かったと今でも

思っています。両親に感謝してい

ます。大学ではＢＦＧＡ、ビギナー

フォークギターアソシエーション

というサークルに入って、むつめ

祭など人生最高の思 い 出と な

りました。埼玉大学は結構音楽活

動が盛んで、ロック研究会とか、

LMSとか色々あったのですが、

うちのサークルは私が入った頃ぐ

らいからバンド演奏も盛んになり、

その後、かなり大きなサークルと

なったようです。後輩から結構有

名なミュージシャンも出ています。

ウラニーノというバンドや岩船ひ

ろき君はこのサークルの後輩にあ

たります。岩船君とは西川口Ｈｅ

ａｒｔｓというライブハウスで一

緒に演奏したこともあります。

えー、そうだったんですか。岩船

さんは埼大の安藤ゼミとの繋がり

もあり知っています。緑区の集会

にもきてくれたことがありますね。

Ｎ：西川口Ｈｅａｒｔｓは現在埼

玉の若手アーティストが育って行

く場所となっていて、世代の離れ

た彼らともそこで繋がりました。

浦和には残念ながらそういう場所

がありません。Ｈｅａｒｔｓはも

ともと大宮にあったのですが西川

口に移転し、岩船君も、ウラニー

ノも、ＹＫＪという川口の人気バ

ンドも、Ｈｅａｒｔｓで育っていっ

たと思います。埼玉大学中退後、

本格的にボーカルの勉強をするた

め代々木にある福島英先生の「ブ

レスヴォイストレーニング研究所」

の門を叩き、数年間通ってヴォー

カルの基礎を学びました。しばら

くはアウフヘーベンというバンド

中心に活動していて、今も続いて

いますが、メンバーも仕事で忙し

く、なかなか思うように活動もで

きないため、２００７年頃から

「Ｎ郎♪」という名前でソロでも

活動を始めました。東京や埼玉で

ライブ活動をするようになりまし

たが、２００８年に秋葉原に秋田

犬（あきたいぬ）というアコ－ス

テックギターのライブハウスに出

演するようになり、その秋田犬の

オーナーである作曲家の馬場孝幸

さんとの繋がりで、現在、毎週す

みだリヴァーというＵｓｔｒｅａ

ｍのライブ番組のパーソナリティー

を務めています。馬場孝幸さんは、

１９８０年代にめちゃくちゃ売れ

た作曲家で、哀川翔さんや、ｗｉ

ｎｋ、中山美穂さん等多くの歌手

やグループに曲を提供してきた方

です。６０代半ばを過ぎた現在で

もシンガーソングライターとして

精力的に活動をされている方で、

毒舌とジョークを交えた話も面白

い方です（笑）。長年やっている

ブログと番組の効果もあり、沖縄

から北海道まで全国に支援してく

れる方ができました。

浦和ではライブはやれませんか？

Ｎ：各地で演奏をしながら、なん

で地元でこういった活動ができな

いんだろうと思う時がありますね。

（２面につづく）
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◆２・１１埼玉県民集会

「戦争法の廃止をめざして」

高田健／戦争させない・９条壊すな・総がか

り行動実行委員会

２月１１日（木）１３時半～ 埼玉教育会館

◆後援会駅頭宣伝 ７時～８時

１２日（金）北浦和駅東口

１７日（水）浦和駅西口

１９日（金）北浦和駅東口

２２日（月）浦和駅東口

２６日（金）北浦和駅東口

◆浦和区の会宣伝活動 １４時～１６時

１９日（金）浦和駅東口
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《お詫びと訂正》 １月号で以下に間違いがありました。

お詫びをすると共に訂正させて頂きます。

●風花や終着に母はなし→風花や終着駅に母はなく

川
柳

挑
戦
は

民
意
に
刃
向
う

こ
と
と
見
た

口
先
で

甘
い
利
を
手
に

知
ら
ぬ
ふ
り

見
ヶ
〆
料

永
田
町
で
は

口
利
き
料

（
東
口
・
さ
ぶ
老
）

も
ち
食
え
ば

怒
り
む
ら
む
ら

戦
争
法

結
局
は

オ
バ
マ
さ
ん

何
を
し
た

ア
ベ
坊
ち
ゃ
ん

暮
ら
し
の
き
び
し
さ

わ
か
る
ま
い

（
岸
町
・
だ
ん
吉
）

う
ら
わ
だ
い
こ

一
億
総
活
躍
社
会

活
躍
よ
り

節
約
で
精
一
杯
だ
よ

年
金
生
活
者

（
東
口
・
さ
ぶ
老
）

一
票

三
万
円
で
買
い
ま
すア

ベ
政
権

国
民
ど
の

（
岸
町
・
佐
久
間
純
）

俳
句

初
場
所
や
琴
奨
菊
の
胸
反
り
て

足
も
と
の
少
し
ふ
ろ
つ
き
雪
解
道

小
春
日
の
ふ
と
立
ち
寄
り
し
碁
席
か
な

立
山
の
峰
々
白
し
氷
見
の
海

雪
熄
ま
ず
山
元
村
は
眠
り
を
り

（
木
崎
一
村
）

う
ら
わ
宿
文
芸

Ｇ９勝手連
Ｎ郎♪さん

戦争法廃止、立憲主義を取り戻す
｢浦和区の会｣街頭宣伝･署名運動

「戦争する国づくりに反対する浦和区の会」（浦

和区の会）は、昨年９月１９日「戦争法」が強行

可決されたあとも、「許せない」「忘れない」と

安倍内閣退陣を目指し、戦争法廃止、立憲主義・

民主主義を取り戻すために、浦和駅東口、パルコ

前で宣伝と２０００万統一署名に取り組んでいま

す。毎月１９日を含めて、月２回行動をしていま

す。現在、街頭署名は約３００筆です。軒並み署

名訪問も一部地域で開始されています。

「安倍さんは国民の生活がまったくわかってい

ない」「聞く耳持たずで何か恐ろしい」「戦争だ

けは絶対ダメ、憲法九条を壊さないで」と激励さ

れます。安倍首相は参議院選で「改憲勢力２/３

を目指す」と発言し、改憲発言が続いています。

参議院選挙（あるいは、衆参ダブル選挙）は、ま

さに日本の未来、国の在り方が問われる非常に重

大な選挙戦となります。２０００万署名を成功さ

せ、何としても、自・公を少数に追い落とす野党

共闘を、立憲主義を取り戻し、平和・民主主義を

願うすべての個人、あらゆるグループ、団体と手

をつなぎ進めていきたいと考えています。うらわ

宿読者の皆さまのご協力をお願い致します。

（浦和区の会・倉林）

浦和区春のつどい
と き ３月１２日（土）１４時～
ところ カルタスホール

伊藤岳さんの決意表明／梅村さえこ衆議
院議員／Ｎ郎さんの「岳さんへの応援歌」
オープニング：フルートとピアノ

藤田ゆいさん＆藤田信路さん



地元ですので是非やりたいのです

がなかなか適当な場所がなくてで

きません。ただ大宮では土曜日の

夜中に路上演奏を定期的にやって

います。大宮駅東口の商店街、１

０時頃です。自分はそれを「大宮

ナイト」と名付けていて、土曜の

夜の街ゆく人たちとの会話など、

楽しいですね。

いろいろお手伝いできるところは

協力したいと思いますので是非浦

和でも企画しましょう。さて、勝

手連でご活躍されているお話をお

聞かせ願いたいのですが、伊藤岳

さんとの出会いはどんな所から始

まったのですか？

Ｎ：はい。私が普段主張している

ことと、共産党さんの主張は近い

ので、これまでも選挙では共産党

さんに投票してきました。伊藤岳

さんとはツィッターでは繋がって

いましたが、直接的にはＶＩＰ埼

玉がきっかけです。昨年夏の戦争

法案反対の運動の中で、私もＵｓ

ｔｒｅａｍの番組で全国の若者デ

モの方々を紹介したり、ネットで

若者デモを支援していましたが、

地元で若者デモがあることを知り、

ＶＩＰ埼玉に連絡を取って番組に

ゲスト出演いただきました。その

時、ＶＩＰ埼玉の芦野君から、大

宮デモで使う何か適当な音楽はな

いですかと言われ、急遽音源を作

成し、提供しました。そういった

繋がりがあった後、岳さんを応援

している芦野君から逆に自分に連

絡があり、勝手連に参加すること

となりました。それとは別に、戦

争法案が衆議院を通過する際、浦

和の名誉のため憲法違反の法案に

は反対票を投じて下さいと、自民

党の村井さん、民主党の武正さん、

そして共産党の伊藤さんにツィッ

ターでメッセージを送りました。

有権者として。

それは凄いですね。反応はどうだっ

たのですか？

Ｎ：何度やっても村井秀樹さんか

らは何の返答もありませんでした。

反応があったのは、伊藤さんだけ

です。それをきっかけにツイッター

で伊藤さんとやり取りしました。

伊藤さんはＶＩＰ埼玉が番組にゲ

スト出演したことを知っていて、

あのＮ郎さんですか！と驚いてい

ました（笑）。ネットの威力は凄

いものがあります。

本当にネットの威力は凄いですね。

勝手連はどういう方がやられてる

んですか？

Ｎ：勝手連の正式名称は「Ｇ９サ

ポーターズ＋ＮｏＷａｒ」です。

発起人は矢野さんという方で、も

ともと山本太郎さんを応援されて

いる方ですが、今回は伊藤岳さん

を応援し、支持政党を越えて、埼

玉県から戦争法廃止、安倍政権の

暴走ストップの声を広めていきま

す。他にママの会の方やお医者さ

んなどいろんな方がいます。本田

宏先生が名誉会長です。昨年末の

望年のつどいには５０人程が参加

しました。

事務局はあるのですか？

Ｎ：上尾の吉村しのぶさんらがやっ

てくれてます。２月１４日には浦

和に事務所もできるので、これま

で以上に情報発信ができるように

なると思います。

勝手連の反応はいかがですか？

Ｎ：最初はそうでも無かったです

が、徐々に参加する人が増えてき

ています。ただ、同じ反戦を掲げ

ながら浦和で市民運動をやられて

いる方々の共産党さんへの距離は

感じます。最後は応援するように

なるとは思うのですが。

そうですね。９条を守るとか立憲

主義を守るという戦いで集まるこ

とがまずあると思いますが、民主

主義がどう育てていくかというこ

とで大事な役割があると思います。

Ｎ：しかし先日の緑区での講演会

で、小林節さんの「埼玉では伊藤

岳を支持します。伊藤岳を男にし

てよ」発言の影響は大きく、あれ

で流れが変わって来たと思います。

共産党が組もうよと言っているの

に、民主党が断っているというの

を市民は見ています。これは大事

なことですね。

Ｎ郎さんの伊藤岳さんについての

印象は如何ですか？

Ｎ：いやあ、岳さんのあの気配り

は素晴らしいですね。人として誠

実で信頼できます。政治家にとっ

てもっとも必要なことだと思いま

す。岳さんは十分備えた人です。

ライブでは政治的なことを話す時

も多いのですか。どういうことを

話されるのですか？

Ｎ：そうですね。政治的というよ

りは歌詞の背景として話すことが

多いですね。平和について、戦争

について、原発もそうです。学生

時代からそういう内容の歌を歌っ

てましたから私にとっては自然な

ことです。ずっとそういったこと

は考えてきました。

Ｎ郎さんのそうした原点はどこか

ら来ているのですか？

Ｎ：学生時代にジャーナリストの

本多勝一さんの影響を大きく受け

ました。その当時書いた曲には、

第一次湾岸戦争や天安門事件を歌

詞にした曲もあります。原発につ

いても福島第一原発の事故が起き

るずっと以前から、予測を超えた

地震による原発事故の危険性や放

射性廃棄物の行き場がないこと訴

えた歌詞も書いてきました。歌詞

で訴えたことが現実となり、ショッ

クです。

全てＮ郎さんご自身の作詞、作曲

なのですか？目指すところはどん

なことですか？

Ｎ：曲は基本的にすべて自分で書

いています。バンドメンバーとの

共作もあります。目指していると

ころは・・・歌で表現の可能性を

追求することですね、社会的なこ

と含め。自分の代表作に「Ｏｎｃ

ｅ」という曲がありますが、２０

０８年から２００９年にかけてイ

スラエル軍がガザに侵攻した際、

世界はガザの人たち

を見捨て、驚きまし

た。その不条理を歌

詞に含め、平和への

祈りのようなものを
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テーマとして書きました。今こう

した歌を誰も書きませんね。自分

が観てきた限りライブハウスなど

では誰ひとり歌ってない。もちろ

ん知識がないと作れませんが、皆

そこまで足を踏み入れようとしな

い。でもＪ・レノンや忌野清志郎

のような偉大な先輩がいるではあ

りませんか？なぜ彼らに学ぼうと

しないのか。

ところでカラオケなどにも行く時

はありますか？

Ｎ：はい。浜田省吾さんは昔から

好きだったのでバンドの仲間と

「浜省しばり」をやったりしてま

した（笑）。演歌やシャンソンも

歌います。18番は「愛の讃歌」や

「また逢う日まで」。ヴォーカル

の師である福島先生は、日本人は

シャンソンやカンツオーネを練習

曲として歌うといいと話していて、

当時シャンソンやカンツォーネの

曲をたくさん歌いました。山下達

郎さんの曲もよく歌い、声の出し

方など参考としてきました。

最後になりますが、今年の目標は

何でしょうか？

Ｎ：生活者として伊藤岳さんには

当選してもらわないと困ります。

そのためにも、「作ろう未来、埼

玉」～伊藤岳を応援するテーマ、

これを埼玉県で大ヒットさせるこ

とですね。秩父困民党や熊谷空襲

の悲しい歴史、荒川や関東平野の

雄大さも歌詞に採り入れています。

この歌で埼玉県を盛り上げていき

たいですね。

音楽によって広がりを作っていくっ

て本当に素晴らしいことですね。

後援会としても是非Ｎ郎さんの歌

を広めて行けるようＰＲさせてい

ただきます。本日は大変ありがと

うございました。

Ｎ：ありがとうございました。

＊ ＊ ＊

記事に出ていた、Ｎ郎さんのＣ

Ｄ、ブログ“Ｎ郎♪‘ｓＣａｆｅ”、

Ｕｓｔｒｅａｍレギュラー番組は

次の通りです。

ＣＤ：「ＦＩＮＥ ＤＡＹＳ Ｓ

ＯＮＧ」 \1,500。オンライン

ショップ、全国お取扱店で発売中。

ブログ：Ｎ郎♪‘ｓＣａｆｅは、

“Ｎ郎”と入力すると見れます。

レギュラー番組：ぶちＦＭ８９７

すみだリヴァーは毎週木曜２２時

｢Ｎ郎ＯＮ ＡＩＲラベンダーな夜｣

戦争法廃止に向け参議院選で飛躍の年

昨年１２月５日（土）にとりうみ市議、伊

藤岳さんを迎え、恒例の「もちつき忘年会と

市政報告会」を瀬ケ崎自治会館で行いました。

前日から、もち米を洗い、豚汁の具材の下ご

しらえ、あずきを煮、もちつき道具の洗い物

と準備しました。野菜は、畑からとれたもの

を使います。おいしくないわけはありません。

当日は朝早くから会場作りと、もち米をふか

し、豚汁作りと大忙しです。毎年、もちをつ

く人がいなく苦慮しています。ぜひ

次回は貴方もつき手に参加して下さ

いませんか！さて、あんこ、きな粉、

からみもちも出来上がり、後援会員

の方々総勢３８人がすわり乾杯です。

とりうみ市議から市政報告―――マ

イナンバー制の問題、うらわサポー

トセンター問題、保育所の待機児童

問題、どれをとっても私たちの生活に密着し、

市政を変えなければとの思いいっぱいでした。

伊藤岳さんから安倍政権の暴走と戦争法廃止

のため国民連合政府の実現への話がされ、本

人の決意がみなぎっていました。また、会員

から高齢者の生活を改善してほしいなど要望

が出されしっかり受け止める約束をしました。

こうした取り組みは苦労もありますが、日

頃お世話になっている会員皆様の交流の場と

なり、笑顔と満足と勉強にもなる場として今

後も続けていきます。そして、「もち」の様

にねばり強く、Ｈさんの新そばの腰の強さで

がんばっていきま～す。（瀬ケ崎・馬場仲子）

さくら草（元町後援会）を紹介します
～元町・本太・常盤３丁目・駒場１丁目

「さくら草」は、活動目的を「申し合わせ」で、会員相互

の親睦をはかるとともに、「安全、安心な町づくり」をめざ

して、身近な要求の実現のために奮闘している、さいたま市

議会議員とともに、住民の願いを市政につなぐ活動を行い、

定期的に市政報告会、レクレーション、ニュース発行などを

行う、としています。

運営体制は、平山安通会長以下、７名の世話人で月一度の

世話人会を開催し、運営方針や企画などを協議しています。

昨年の主な活動をご紹介しますと、１月に「新年会」

を開催し、２月浦和区新春のつどい、３月浦和区共

産党演説会に会員さんなど地域の方々を誘い合って

参加し、４月には「とりうみさんの第２位当選の祝

勝会」を開催しました。８月の「市政報告会」では、

市政の現状や要望事項を語り合い、１０月の「芋煮

会とうたごえ」で楽しく交流しました。１２月には

「忘年会」を開催し、２０１６年への意気込み、抱

負を語り合いました。もちろん、それぞれの企画にはとりう

みさんにご参加いただき、親しく、楽しく交流してきました。

単位後援会の大事な点は、世話人会の定期開催と各種催しを、

世話人の方々を中心に協力・協働して取り組むことです。今

後の課題は、「うらわ宿」の読者、現在２００名弱を増やす

活動と、年会費支払い会員さんを増やし、財政面でも活動を

支えることです。

今年は、参議院選挙です。伊藤岳さんを必ず国会へ送り、

「アベ政治を許さない」たたかいを埼玉から！の合言葉で頑

張っていきます。さらに「２０００万署名」を地域で全戸訪

問などを通じ、目標達成に取り組んでいます。新規会員さん

には、「アベ政治を許さない」のタグをプレゼントします。

大いに会員さんを増やしましょう！（元町・ＪＳ）

地域だより


